























































































































































































































































































































































































































表面の材質 スミァ法 ガムドテープ法 スメア法
ポリエチレン 56．6 70．3 10．9
ガラス 64．6 75．0 27．2
フレキシガラス 71．3 78．0 15．8
ポリマーMで処理した建築用繊維板 44．3 53．8 10．2
磨いた建築用繊維板 23．5 56．9 9．0
未処理の建築用繊維板 23．5 73．4 6．6
耐熱プラスチック板 70．6 73．4 26．5
塗装したアルミニウム 50．3 70．0 24．8
未処理の床用アスファルトタイル 48．5 58．6 14．6
ワックスを塗装した床用アスファルトタイル 74．5 74．5 30．3
未処理のコンクリート 39．5 55．5 22．0
ワックスを塗装したコンクリート 59．5 62．2 24．0
グリースを塗装したコンクリート 37．5 43．5 1．3
ステンレス 50．5 67．7 10．5
平　　均　　値 51．1 65．2 16．7










































































90rr－90Y50．9 16．5 一 　
60Co 66．5 1．7 一 皿
137Cs 62．0 一 8．7 一 　
32P 54．6 一 11．3 一 　
tota1 45．8 一 37．3 　
241` m 88 82 0．3 3．3























































































































































































1 機器の分解・移動 10－6－10－1 一〇．96
2 機器の手入・除染 10－6～10一王 一〇．96


















1 0．5～5 10－3～10－1 一〇，94
2 6～13 10－4－10－1 一G．98
3 16～17 10－5～10－2 一〇．94
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　このように，実際の作業場所における表面汚染と
空気汚染の関係は，作業環境の諸因子・諸条件に依
存した複雑な関係を示すことがわかった。
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　　　　　　図7．沈着速度例3）・23）一28）
（a）屋外環境における沈着速度の実測値の範囲，（b）静電気力
による沈着速度の理論曲線（通常の大気中の磁場の強さ180
V／mより算出），（c）拡散による沈着速度の理論曲線（初期状
態から100秒後の沈着率より算出），（d）重力沈降による沈着
速度の理論計算
　実作業環境において測定された空気中粒子の粒径
別放射能分布例を図8に示す29）。この例では，放射能
濃度のピークが粒径5～8μm付近と0．1～0．5μm付近
の二つの領域に存在し，粒径が10μm以上の汚染粒子
は少ないとする，上述の推定を裏付ける結果となっ
ている。
5．作業環境測定の合理化に向けての検討課題
　以上の知見を基に，実際の作業環境における床，
作業台などの表面汚染が空気汚染に及ぼす影響など
を解明し，作業環境測定の一層の合理化に役立てる
ためには，今後，次に挙げた研究を実施する必要が
あると考える。
a）表面汚染と空気汚染の生じる作業項目，作業内
　容を現状調査し，取扱うRIの種類，濃度，化学形
　なども考慮し，作業環境測定の軽減化に向けて最
　適な測定の箇所と頻度などを選定する。
b）現場毎の表面汚染と空気汚染の関係を調査し，
　表面汚染測定を実施することで，どの程度，空気
　汚染が把握できるかを検討する。これにより，作
　業環境測定の簡素化に向けて空気汚染測定法の代
　替法として表面汚染測定法がどの程度有効なのか
　検証する。
c）各種表面汚染測定法の特性を活かした測定法の
　改良を試み，採取効率，精度，感度の向上を図る
　ことで，より信頼度の高い測定法の開発と簡便化
　を図る。
d）各現場に最適な表面汚染測定法の選択を行い，
　不必要な測定法の省略化を図る。
　このように，表面汚染と空気汚染の関係を明確に
することが作業環境測定のより一層の効率化に繋が
る要因と言える。
　　　　　　　　まとめと提案
a）床，作業台などの表面上の粒径が10μ皿未満の汚
染粒子は，気流あるいは振動などによる分離力に
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放射線管理区域における表面汚染と空気汚染の関係
　よって表面から飛散することは少ない。
b）粒径が10μm以上の粒子の沈着速度が10mm／secよ
　りも速いことを考慮すれば，作業開始後，急激に
　増加する空気中のRI濃度は，比較的短時間で減
　少する事が推定される。
c）実験で得られた再浮遊係数は2．0×10“8　一一　1．0×
　10一2m　1であり，環境条件によって広い範囲でば
　らっいている。従って，人の移動が激しい作業環
　境においては，空気汚染の発生量を床，作業台な
　どの汚染量から一義的に決定することは困難iと言
　える。
d）表面汚染測定法には広く普及しているスミア法，
　直接測定法の他に，ガムドテープ法，スメア法，
　テストサーフィス法がある。ガムドテープ法，テ
　ストサーフィス法は，スミア法と比較して測定者
　の違いによる誤差が少なく，表面汚染密度測定の
　高信頼化には有効な方法と評価できる。また，ス
　メア法は，表面汚染の内，空気中に飛散しやすい
　ものを識別して測定する方法であるため，作業開
　始前に空気汚染発生量を予測するための一手段と
　して利用が期待される。ただし，汚染採取効率が
　低いという難点もある。
　以上の知見を踏まえ，実際の作業環境における放
射能測定の合理化に資するため，今後の検討課題と
して，以下を提案した。
　・表面汚染と空気汚染の生じる作業項目，作業内
　　容の現状調査
　・現場毎の表面汚染と空気汚染の関係調査
　・各種表面汚染測定法の特性を活かした測定法の
　　改良の試み
　・各現場に最適な表面汚染測定法の選択
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（Review　article）
Rationalization　of　measures　to　protect　the　working　environment　in
radiation　controlled　areas　from　the　perspective　of　the　relationship
　　　　　　　　　　　　　　　between　surface　and　airborne　contamination
　　　　　Kiyonori　YAMAoKA，　Koichi　SIBuyA，
Tomohiro　NAGAMATsu’）　and　Shoj　i　KAwAsAKi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract　一
　　In　radiation　controlled　areas，　measures　have　been　taken　to　assess　the　radiation　dose
to　workers，　but　these　efforts　are　limited　due　to　high　labor　and　cost　factors　in　extreme－
ly　low　doSe　radiation　controlled　areas．　And　so　they　have　been　expected　to　be
rationalized．　Therefore，　we　first　reviewed　the　present　conditions　of　these　working
environ．　ment　measurement．q．　and　pvluci：dated　the　relation．ship　between　surface　and
airborne　contamination　in　radiation　controlled　areas．　Second，　we　reviewed　the
qualities　of　several　surface　contamination　measurements　such　as　smear　test　and
possibilities　for　their　improvement．　As　a　result，　we　developed　some　future　programs
for　rationalization　of　the　working　environment　measurements，　for　example，　an
algorithm　for　selecting　the　proper　surface　contamination　measurement　for　each
measurement　area　based　on　the　conditions　specific　to　that　area．
Key　words　：　radiation　controlled　area，　working　environment　measurement，
　　　　　　　　　　measurement，　smear　test，　collecting　efficiency
surface　c tamination
Faeulty　of　Health　Sciences，　Okayama　University　Medical　Schoo1
1）　Radioisotope　Center，　Okayama　University
13　一
